
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～浦安市小・中学生生活実態調査～ （令和３年度） 
市内小中学校に在籍している子どもたちを対象に、平成 16年度より隔年で行っ

ている調査です。子どもたちの意識や生活・行動などを調査し、その実態を客観的

に把握し、今後の教育施策の策定や推進に活用していくものです。今年度より、Ｐ

Ｃやタブレットを使用しての調査となりました。小学１，２年生についてはご家庭

で実施していただきました。ご協力ありがとうございました。 

＜感染症対応の生活について＞ 

Ｑ．学校が臨時休業や学級閉鎖になることについて不安を感じますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ．元の生活にもどったときに、一番やりたいことはなんですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症の流行を防ぐため、昨年度から約１年半以上、子どもたちは新しい生活様式を意

識した学校生活を送っています。学校の臨時休業や学級閉鎖については中学生より小学生の方が不安に感じ

ている子が多いようです。また、元の生活にもどったときに、一番やりたいことは、小中学生ともに「友達と

思いっきり遊ぶ」でした。様々な場面で我慢を強いられている子どもたち。学校では、子どもたちが伸び伸び

と活動できるよう工夫して教育活動を行っています。感染症対策を行い、少しずつ他学年や地域の方々と触れ

合える時間を増やしています。 
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友だちと思いっきり遊ぶ 学校の行事

友だちと話しながら給食を食べる 他の人（他の学年の人、地域の人など）との交流

制限なく体育や音楽などの学習を行う
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